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 本論文はシルクロード東部地域を代表する都市遺跡・高昌故城を取り上げ，従来は不正確とみなされていた地
図を位相的な特徴に基づき解釈する方法を提案し，現在では所在が不明となっている探険隊調査遺構を同定でき
ることを示す．約 100 年前，日欧のシルクロード探検はこの遺跡を発掘調査し，仏教・マニ教キリスト教の遺物
など多彩な出土物を獲得した．中でも特にドイツのグリュンウェーデルの調査報告は，時期の早さと細かな平面
図を残していることから最も重要な報告とされている．しかしこの地図は歪みが大きく，我々は報告書と現地の
遺構と照らし合わせてもどの遺構を記録したのかほとんど把握することができないという問題に遭遇してきた．
本論文ではこの問題を解決するために，地図の性質に着目し地図の持つ位相的な特徴に基づいて読み解く方法を
提案し，これを「地図史料批判」と呼ぶ．まず我々はグリュンウェーデルとスタインの地図を現況と比較するた
めに KML ファイルを作成した．さらに歪みの大きい地図の詳細な比較を支援するツールとして古地図と現代地
図をピン刺し（pinning）した地点を基準に重ね合わせることができる「マッピニング（Mappinning）」を開発
した．次に，地図の位相的な解釈を行う方法を提案し，平面図や古写真と現代写真，地図を使うことで古代都市
遺跡の遺構同定が進むことを示す．そして最後にこれらのデータを遺跡データベースとして蓄積する構想を述
べ，こうしたデータベースが歴史学・考古学に持つ意義を述べる． 
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This paper discusses a new research method of re-identifying missing ruins in Gaochang (Kara-khoja), which is the most 
important city of eastern Silk Road area. About 100 years ago, several Silk Road expeditions surveyed this ruined city. The 
First German Turfan Expediton, Grünwedel made an archaeological survey in this city, and discovered a large amount of 
artifacts in Buddhism, Manichaean, Christian temples. To describe the location of artifacts, he made a map of Kara-Khoja, but 
unfortunately his map has been known to be difficult to interpret due to large distortion in his map. To identify ruins recorded 
by Grünwedel, we developed a new research method called “map criticism,” or critique for maps. First, we built digital tools 
to compare maps. The maps of Grünwedel and Stein were geo-referenced and formatted in KML for basic comparison between 
old maps and the present map. For maps with large distortion, we designed a new digital tool called “Mappinning” (map + 
pinning) to geo-reference two maps interactively at any specified point.  Second, we proposed a method for the topological 
interpretation of maps, and demonstrated that this idea was the key to identify ruins in the map of Grünwedel. Then we illustrate 
how ruins in the ancient city of Kara-khoja can be successfully re-identified, using sketch-plan, old and present photographs 
and maps. We claim that our new framework can be developed into a common information platform on which various resources 
such as maps and photographs are integrated to achieve better understanding of ruins. 
 
１．まえがき 

本論文は，情報学的手法を用いた歴史学・考古
学研究の一例として，シルクロードを代表する都
市遺跡である高昌故城（カラホージャ，またはイ
ディクートシャーリともいう）を取り上げ，従来
不正確であるために読み解きは困難とされてい
た地図を，位相的な特徴に基づいて解釈する方法

を提案し，現在では所在不明のシルクロード探険
隊調査遺構が同定できることを示す．筆者らは，
同様の方法論を M. A. Stein（以下，スタイン）の
シルクロード探険報告書である Serindia および
Innermost Asia に附されたシルクロード地帯の測
量図である二種類の古地図である Serindia地図お
よび Innermost Asia 地図（以下，スタイン地図）
に対して有効であることを示し，スタイン地図の
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誤差の解析を通して，トルファン地区とコータン
地区の遺跡照合を進めてきた[1]．本論文は，この
方法を測量図とは言えない歪んだ地図に拡張し，
大縮尺地図を詳細に比較する必要がある都市遺
跡に適用することで，都市遺跡・高昌の遺構照合
を進め，遺跡照合の手法をさらに洗練させること
を目指す．筆者らはこの方法論を「地図史料批判」
と名付け，空間情報を含む地図や画像などの史料
に対し，文字史料と同様の史料批判を繰り返すこ
とで画像史料の読み解き精度を上げ，地図史料を
歴史研究において有効に活用するためのツール
と方法論の開発を進めている．本論文はまずツー
ルを紹介し，その後に方法論を述べ，最後に歴史
研究における本研究の意義をまとめる． 

２．高昌故城と過去の調査 
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図 1  Planskizze von Idikutschari (,Stadt des Dakianus') 

３．高昌故城に関する地図 
3.1．グリュンウェーデル図・スタイン図の特徴 

” In den Stadtplan 
ist die Orientierung nicht richtig eingetragen.
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3.2. 古地図を読み解くツール KML とマッ
ピニング（Mappinning） 
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4．グリュンウェーデル調査報告に基づく
高昌故城の遺構同定 
4.1. 地図史料批判と同定の材料 

KMLとマッピニングというツールはグリュン
ウェーデル図を読み解く作業を支援するもので
ある．次に必要となるのが，「この地図はどのよ
うな目的で作られたのか」という，地図の概念的
なモデルである．そこで我々が着目したのは地図
の位相的な特徴である．一般に地図の目的には，
「実在の空間を写し取る」こと，「ある地点から
別の地点までの移動（ナビゲーション）を支援す
る」ことという，2通りの目的がある．前者の地
図では現実空間上の距離や方向，面積などを正確
に再現する必要があるが，後者の地図ではそれら
は本質的な点ではなく，むしろナビゲーションと
いう目的を満たすために現実空間の距離や方向，
面積などを歪めることは正当である．その代表的
な例は鉄道路線図であり，この地図は路線や駅な
どに関する位相的な接続関係のみを保存すれば
よい．我々の仮説は，グリュンウェーデル図も同
様にナビゲーションのための地図であり，道路や
地物の距離や方向は保存されていないかもしれ
ないが，道案内に必要な位相的な側面は保存され
ているのではないかというものである．この仮説
に基づき，グリュンウェーデル図上の道路や地物
の位相関係を読み解きながら，遺跡の同定を進め
ることとした． 
同定の材料として利用できるのは，主に以下の
資料である．第一次ドイツ隊と第二次ドイツ隊は
同一の番号を用いているので，資料を補完的に利
用することが可能である． 

図 2 Mappinning に表示したスタイン図 
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4.2. 平面図と地形による同定：Tempel A 
Tempel A

 
図 4 は平面図を用いた同定が最もよく当ては

まる地域である城内中心部のTempel AからBau 
Gエリアの照合結果を示したものである．右はグ
リュンウェーデル図，左は GEの衛星画像に照合
結果を示す赤丸と遺構番号を記入した．衛星写真
と地図だけを見ると，双方の相違は大きいが，地
図に描き込まれた内城壁の位置や形状などの大
まかな情報を手がかりに，A~G の大まかな位置
を推定する． 
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この同定手法を適用することで，Tempel Aか

ら Tempel D全域の照合が可能になる．
6 Idikutschari, p.14
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4.2. 写真による同定：Tempel  
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1 [3], Tempel , pp.96-97. 
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図 8  Tempel  左：現況（photo: E. Forte (c)WHAV） 
右：Choscho, Tafel 70, l.  

 
 9 Tempel , , , Ruine GE  

 
図 10 Tempel の仏塔 左：現況 右：グリュンウェ
ーデル調査当時 

2 [4], Tafel 70, l.  
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4.3.草稿の地図と原版写真による同定：Bau G 
Bau G は大きな内城壁の終わりの部分にあり，

上に二つの部屋を持つプラットフォームが含ま
れる．その北側には中庭が続き，出入口と F から
移転してきた現代のモスクを伴う3という．図 11
右の出版されたグリュンウェーデル図では Bau 
G は明らかに内城壁の北側に図示されている．と
ころが，GE 上の観察では，内城壁の北側は遺構
が存在しない平坦な地形になっており，グリュン
ウェーデルの記述に一致するような遺構やモス
クは存在しない（図 11 中）．一方で，内城壁の南
側にはグリュンウェーデルの記述に一致しそう
な「二つの部屋を持つプラットフォーム」があり，
北側には 4~6 本の柱に囲まれた中庭が続き，内
城壁の東よりには北側に抜ける穴が穿たれてい
る．このように，グリュンウェーデル図と現況は
明らかに矛盾していたため，地図と地形に基づい
て解釈することは困難であった． 
そこで，グリュンウェーデルが作成した別の地

図を用いた検証を試みた．図 11 左は現在ベルリ
ンのアジア美術館に保存されている 1902-3 年の
高昌故城調査中に作成された草稿の地図，MIK 
TA 0253 に描かれた Bau G 附近の図である．こ
の図面では，Bau G と内城壁の関係は明示されて
おらず，内城壁は出版された地図においてはじめ
て G の南側に描き込まれたことが判明する．つ
まり，出版されたグリュンウェーデル図は作図の
過程で変更が加えられており，これが現況と一致
しない原因であった．そのため，調査時の記録に
近い草稿の地図を用いることで遺構の状況を把
握することが可能になったと考えられる． 
次に，このような草稿の地図の有用性を確認す

る目的で，グリュンウェーデルが撮影し，現在は
アジア美術館に保存されている写真の検討を試
みた．すると，現存するガラス甲板写真 B3007 に
内城壁の南側に小さなモスクが写り込んでいる
ことが判明し，内城壁の南側が Bau G であるこ
とがいっそう明確になった． 

このように，草稿の地図という現地での調査時
点における資料を利用し，高解像度の古写真を併
用することで，フリーハンドの地図に対する史料
批判の精度を高めていくことが可能になる． 

 
11 Bau G

MIK TA 0253 GE

                                                  
3 [3], Der Bau G, p.19.  
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4.4.位相的な解釈による同定：Tempel と
Tempel  

次に，位相的な解釈に基づいて照合できた例と
して，Tempel と Tempel を紹介する．グリュ
ンウェーデル図によると，Tempel と Tempel 
は Tempel や Ruine の北側にある遺構である
（図 13）．報告書によると Tempel は既に形が
崩れた大規模な遺構で，ここからはガンダーラ風
の交脚菩薩像や木彫のレリーフなどが出土した4．
Tempel は高昌故城によく見られる 型（高さ
３メートル前後のテラスの上に建てられ，内部に
は方形の基壇が残る）寺院だが，Tempel より
は大きいという． 
 Tempel と Tempel の附近は，地図の歪み
が大きく，位相的な解釈に基づいた捜索が効果を
発揮する．図 13 左はグリュンウェーデル図の
と 附近，右は対応する地点の GE 画像である．
図上に示した E と Q-R-S 附近と比較すると，グ
リュンウェーデル図は歪みが大きく，E や Q-R-
S と やνの間は，この地図をそのまま理解する
のは困難である．そのため，地図の比較による大
まかな位置の比定は，この時点で行き詰まった． 
 次に我々はグリュンウェーデル図には と
周辺の位相的な関係が保存されており，グリュン
ウェーデルらが と にアプローチするために
必要なナビゲーションのための情報が保存され
ていると仮定し， と の周辺の特徴に注目した．
まず Tempel と Tempel は内城壁の東側にあ
る．グリュンウェーデル図によると， と は 1．
「Tempel と Ruine の北側を通る道」と，2．
「内城壁を横切って西の城門（Altes Tor）に向か
う道」に夾まれている．そこで，これらの条件に
合致する道を検索すると，内城壁の東側に破線
（   ）で示した二本の道が浮かび上がる．この
空間を観察したところ丁度 と に相当に相当
する遺構が存在した． 

4 [3], Tempel , pp.100-102. 
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図 13 Tempel と Tempel の推定位置 左：グリュ
ンウェーデル図，右：GE 衛星画像 

 
図 14 Tempel μ 左：Idikutschari, fig. 90. 右：

Tempel μの現況 
図 14 は報告書の中に収められた Tempel のスケ
ッチと，筆者等が 2012 年の調査中に撮影した
Tempelμに該当する遺構の写真である．遺構はグ
リュンウェーデルの調査当時も崩壊が進んでお
り，現在はさらに崩れているが，地表に近いテラ
スの形状や傾斜角，二層目の段の高さや形状，遺
構の中央にある三層目の形状，南側に残る壁の痕
跡など，類似性は高い．このように，地図に保存
されている位相的な関係を読み解くことで，地図
の歪みが大きい部分であっても読み解くことが
可能になり，遺構を同定した上で出土遺物などを
マッピングしていくことが可能になる． 

5．複数調査の統合：Klosterruine K 
本研究では地図や写真など，従来の歴史研究で

は活用が進まなかった史料を読み解く方法を提
示し，その統合的な活用を通して遺跡の同定が可
能となっただけではなく，これまで活用できなか
った資料の価値を再発見できることを示した．こ
の結果は，今後の歴史研究においてはテキストに
加えて様々なタイプの史料を批判的に読み解く
ことが重要であることを示唆している．そして，
本研究で扱った地図や画像のような「データ」に
対する史料批判を進めるためには，データを統合
的に扱える情報基盤が不可欠であり，そこには必
要なデータを検索できるデジタルアーカイブや，
地図の誤差などを評価できるアプリケーション，
そして遺跡同定結果を保存・公開できる遺跡デー
タベースなどを構築していく必要があると考え
ている．このような遺跡に関する情報基盤は未だ
実現はしていないが，本研究で展開してきた地図
史料批判に用いたツールは，その一部としても機
能しうるものである[6][7][8]．またこれらのツー
ルがさらに活用しやすくなったとき，データは学

                                                  
5 [3], pp.26-27. [4], pp.7-9, Tafel 69. 

術公共財としてアクセス可能となるだけではな
く，研究成果も公開されて追試可能となるなど，
歴史研究の全般に対して大きなインパクトを与
えうるだろう．本論文のまとめにあたり，このよ
うにデータを統合することで，いったいどのよう
な研究が可能になるのかを検討する． 

5.1.  テ キ ス ト と 地 図 に よ る 照 合 －
Klosterruine K 
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6．あとがき 
探検隊の調査から一世紀を経た今，過去の出土

遺物や調査遺構を改めて把握し，現地の研究者と
協力しながら新しい成果を獲得していくことは
世界各国のシルクロード研究者にとって重要な
課題である．しかし， 遺物の出土地情報が不正
確な地図に依存する 100 年前の報告書は理解が
困難という問題があり，現地と外国の研究者が共

通の理解を得ることは極めて難しかった．そのた
めに，現地の研究者は高昌故城の現状はよく把握
してはいても過去の探検隊調査報告は十分には
利用はできず，外国の研究者もまた現状を把握で
きないという問題があった．本論文では，情報学
的手法を応用し，位相的な特徴を用いて地図を解
釈する手法を提案し，不正確な地図であっても地
図や古写真を補完的に用いることで読み解きが
可能であることを示すとともに，これをデータベ
ース化して過去の成果と現地の現在の情報を相
互に有効に位置付けていくための方法を提案し
た．このような手法を用いることで，現地の研究
者が持つ最新の情報と外国の研究者が持つ 100
年の蓄積の情報交換が可能になり，それぞれを有
効に位置付けていくことができれば，高昌故城に
とどまらず，シルクロード研究で必要性が指摘さ
れていた現地と外国の研究者の相互理解のため
の情報基盤を整備していくことが可能なると考
えている． 
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